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私
は
拙
稿
「
日
野
資
矩
と
大
愚
歌
合
」
（
「
鈴
屋
学
会
報
」
第
十
六
号
、
平
成
十
一
年
十
二
月
。
以
下
別
稿
）
に
お
い
て
、
大
愚
歌
合
に
出
詠
し
た
日

野
資
矩
の
視
点
か
ら
大
愚
歌
合
事
件
の
全
容
を
見
直
し
、
新
た
に
近
世
後
期
堂
上
歌
人
の
家
格
意
識
に
つ
い
て
の
問
題
提
起
を
し
た
。
本
稿
で
は
さ

ら
に
、
光
格
天
皇
添
削
資
矩
詠
草
を
彼
自
ら
が
編
纂
し
た
『
当
今
御
点
寛
政
八
年
到
享
和
三
年
』
（
写
本
一
冊
、
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
）
を
た
ど

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
愚
歌
合
以
前
ま
で
勅
点
の
栄
に
浴
し
て
活
躍
し
た
資
矩
の
姿
を
描
き
、
大
愚
歌
合
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
て
挫
折
し
た
後
の
資

矩
に
も
触
れ
る
。
こ
の
資
矩
の
事
例
を
通
し
て
、
光
格
天
皇
を
中
心
と
す
る
近
世
中
期
か
ら
後
期
に
か
け
て
の
宮
廷
歌
壇
の
一
面
を
か
い
ま
み
る
こ

と
が
で
き
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

「
和
歌
の
家
」
と
し
て
の
日
野
家
と
資
矩

次
に
挙
げ
る
の
は
、
文
化
十
一
年
七
月
に
成
立
し
た
『
諸
家
家
業
記
』
（
『
改
定
史
籍
集
覧
』
所
収
）
の
「
和
歌
」
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
箇
所
で
あ
る
。

著
者
は
本
居
宣
長
門
の
典
田
吉
従
で
あ
る
。

は
じ
め
に

近
世
後
期
堂
上
歌
人
の
習
練
と
挫
折

1

日
野
資
矩
の
場
合
—
|

盛

田

帝

子
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（
句
読
点
は
盛
田
が
付
し
た

和
歌上

冷

泉

飛

鳥

井

烏

丸

中

院

三

條

西

冷
泉
は
五
條
三
位
俊
成
卿
之
子
孫
に
て
、
定
家
家
隆
之
流
を
伝
へ
、
歌
道
相
伝
し
、
世
に
伝
授
と
称
し
候
家
に
て
、
別
に
他
家
よ
り
之
伝
統
を

不
被
受
、
父
子
代
々
相
伝
之
箱
被
取
伝
候
。
尤
伝
授
之
箱
開
見
候
節
ハ
、
其
趣
被
及
奏
聞
候
上
に
て
開
見
有
之
候
由
、
勿
論
下
冷
泉
ハ
同
家

之
儀
な
か
ら
庶
流
に
候
得
ハ
、
上
冷
泉
よ
り
伝
授
有
之
、
地
下
之
添
削
等
被
免
許
候
迄
に
て
、
箱
伝
授
之
儀
ハ
上
冷
泉
一
家
に
限
り
候
事
之
由
、

飛
鳥
井
家
ハ
参
議
雅
経
卿
已
来
歴
代
家
業
相
伝
し
、
冷
泉
飛
鳥
井
両
家
ハ
他
流
と
ハ
別
段
之
事
に
て
、
御
会
等
之
節
御
題
を
ハ
両
家
之
内
よ
り

被
差
出
候
事
に
候
。
三
條
西
ハ
逍
遥
院
内
府
実
隆
公
以
来
、
烏
丸
ハ
光
広
卿
、
中
院
ハ
通
村
公
之
比
よ
り
今
日
に
至
候
迄
、
代
々
家
業
の
こ
と

く
成
り
来
り
候
。
中
院
家
ハ
通
茂
公
之
時
家
業
出
精
に
寄
、
二
百
石
御
加
増
被
下
候
事
な
と
有
之
候
。
此
余
数
代
被
相
勤
候
家
々
も
有
之
候
得

共
、
家
業
と
申
候
は
無
之
、
只
堪
能
之
仁
江
ハ
伝
統
の
家
よ
り
相
伝
有
之
候
て
宗
匠
家
と
被
相
成
候
事
に
て
、
仮
令
家
業
に
被
致
候
家
々
に
て

も
、
伝
授
無
之
節
ハ
宗
匠
と
は
難
申
、
夫
故
宗
匠
家
ハ
其
時
世
に
て
相
違
有
之
候
。
当
時
宗
匠
と
申
候
家
々
者

閑
院
弾
正
手
美
仁
親
王

．

有
栖
川
一
品
龍
淵
親
王

冷
泉
入
道
前
大
納
言
等
覚

冷
泉
前
大
納
言
為
章
卿

久
世
前
大
納
言
通
根
卿

芝
山
前
中
納
言
持
豊
卿

風
早
前
中
納
言
実
秋
卿

外
山
前
宰
相
光
実
靡

已
上
六
家
、
当
時
之
宗
匠
家
に
候
。
芝
山
、
外
山
両
家
者
当
代
に
至
初
て
宗
匠
に
被
相
成
候
事
に
候
。
此
余
武
者
小
路
、
清
水
谷
、
正
親
町
、

日
野
、
水
無
瀬
等
之
家
々
宗
匠
に
被
相
成
候
近
例
も
有
之
な
か
ら
、
当
時
其
沙
汰
無
之
候
。
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地
下
の
著
述
で
あ
る
『
諸
家
家
業
記
』
を
資
料
と
し
て
用
い
る
の
は
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
が
、
類
書
が
な
い
の
で
便
宜
的
に
こ
の
記
事
を
用

い
る
。
こ
の
記
事
に
よ
れ
ば
、

上
冷
泉
家
、
飛
鳥
井
家
、
三
條
西
家
、
烏
丸
家
、
中
院
家
は
、
代
々
和
歌
を
家
業
の
ご
と
く
し
て
い
る
が
、
家
を
継

ぐ
者
が
、
伝
授
保
持
者
よ
り
伝
授
を
受
け
な
け
れ
ば
、
和
歌
の
宗
匠
に
は
な
れ
な
い
と
い
う
の
で
あ
る
。

そ
の
恰
好
の
例
と
し
て
、
右
記
文
化
十
一
年
当
時
の
和
歌
宗
匠
八
名
の
中
に
、
飛
鳥
井
雅
光
（
当
時
三
十
三
歳
）
が
入
っ
て
い
な
い
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
る
。
吉
従
の
文
章
に
よ
れ
ば
、
飛
鳥
井
家
は
冷
泉
家
と
と
も
に
別
格
視
さ
れ
て
き
た
。
歴
史
の
あ
る
飛
鳥
井
家
の
当
主
で
も
、
伝
授
を
受
け
な
け

注

2

れ
ば
和
歌
宗
匠
と
な
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

「
和
歌
の
家
」
と
し
て
の
日
野
家
の
歴
史
に
関
し
て
は
資
矩
自
身
の
言
が
残
る
。
興
田
吉
従
が
言
う
と
こ
ろ
の
「
宗
匠
に
被
相
成
候
近
例
」
を
資

矩
の
『
歌
道
再
入
門
ノ
儀
二
付
キ
難
波
備
前
守
宛
日
野
資
矩
嘆
願
書
』
（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
）
か
ら
探
っ
て
み
る
。

於
家
（
日
野
家
）
者
、
近
代
弘
資
・
資
茂
父
子
連
続
歌
道
潅
頂
、
其
後
亡
父
資
枝
以
烏
丸
故
光
栄
公
之
実
子
、
早
遂
歌
道
偲
受
繁
栄
仕
、
添
蒙
伊

勢
物
語
勅
博
、
誠
以
朝
恩
奉
仰
候
。

日
野
家
に
お
い
て
は
、
弘
資
（
貞
享
四
年
没
、
七
十
一
歳
）
と
そ
の
子
資
茂
（
貞
享
四
年
没
、
三
十
八
歳
）
が
連
続
し
て
和
歌
淮
頂
の
伝
授
を
受
け
、
そ

の
後
は
資
矩
の
父
資
枝
（
享
和
元
年
没
、
六
十
五
歳
）
が
歌
道
伝
授
を
、
特
に
伊
勢
物
語
に
関
し
て
は
勅
伝
を
受
け
た
と
い
う
。
資
枝
の
伝
受
の
時
期

に
関
し
て
は
、
「
古
今
側
授
血
肱
」
（
横
井
金
男
『
古
今
伝
授
沿
革
史
論
』
）
に
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

日
野
資
枝
卿

明
和
四
年
正
月
九
日

天
明
―
―
一
年
三
月
廿
七
日

寛
政
十
年
九
月
二
十
日

（
句
読
点
お
よ
び
（

天
仁
遠
波
伝
授
職
仁
親
王
被
授
干
時
権
中
納
言
三
十
一
歳

三
部
抄
伝
授
典
仁
親
王
被
授
子
時
前
権
中
納
言
四
十
七
歳

伊
勢
物
語
伝
授
上
皇
御
在
位
中
伝
給
子
時
従
一
位
六
十
二
歳

）
内
注
は
盛
田
。
以
下
同
じ
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古
今
伝
授
に
は
、
第
一
段
階
の
天
仁
遠
波
伝
授
、
第
二
段
階
の
三
部
抄
伝
授
、
第
三
段
階
の
伊
勢
物
語
伝
授
、
第
四
段
階
の
古
今
集
伝
授
、
第
五
段

階
の
一
事
伝
授
が
あ
り
、
一
事
伝
授
を
以
っ
て
和
歌
潅
頂
と
な
し
た
と
い
う
（
『
古
今
伝
授
沿
革
史
論
』
）
が
、
資
枝
は
そ
の
第
一
段
階
の
「
天
仁
遠
波

伝
授
」
を
三
十
一
歳
の
時
に
有
栖
川
宮
職
仁
親
王
か
ら
、
第
二
段
階
の
「
三
部
抄
伝
授
」
を
四
十
七
歳
の
時
に
閑
院
宮
典
仁
親
王
か
ら
、
第
三
段
階

の
「
伊
勢
物
語
伝
授
」
を
六
十
二
歳
の
時
に
後
桜
町
院
か
ら
受
け
て
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
弘
資
・
資
茂
父
子
か
ら
少
し
間
は
あ
く
も
の
の
、
日

野
家
に
雖
子
と
し
て
入
っ
た
烏
丸
光
栄
の
実
子
資
枝
が
伝
授
を
受
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
和
歌
の
家
」
と
し
て
の
日
野
家
復
興
の
兆
し
が
見
え
て

資
矩
は
そ
の
よ
う
な
日
野
資
枝
の
長
男
と
し
て
宝
暦
六
年
八
月
二
十
二
日
生
ま
れ
る
。
母
は
広
橋
兼
胤
の
女
。
十
一
人
の
弟
と
五
人
の
妹
が
あ
っ

た
（
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
『
日
野
家
一
門
之
事
備
忘
草
』
、
『
公
卿
補
任
』
）
。
資
矩
が
初
め
て
歌
を
詠
出
し
た
の
は
明
和
元
年
、
九
歳
の
時
で
あ
る
。

日
野
家
を
継
ぐ
者
と
し
て
資
矩
に
期
待
を
寄
せ
る
資
枝
は
、
資
矩
の
初
め
て
の
詠
草
を
喜
び
、
次
の
よ
う
な
歌
を
詠
ん
で
い
る
。

明
和
元
年

資
矩
は
じ
め
て
和
班
詠
出
せ
し
日
み
な
／
＼
班
よ
み
侍
に

寄
道
祝

い
は
け
な
き
や
ま
と
こ
と
の
は
い
く
千
世
と
さ
か
へ
む
道
を
み
す
る
う
れ
し
さ

（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
先
考
御
詠
』
）

資
枝
の
資
矩
に
対
す
る
期
待
の
ほ
ど
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
後
資
矩
は
父
の
期
待
に
応
え
て
歌
の
道
に
邁
進
し
、
寛
政
八
年
八
月
、
四
十
一
歳
の
時

に
、
天
皇
の
勅
点
を
賜
る
に
至
る
。
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光
格
天
皇
の
勅
点
と
資
矩
の
和
歌
習
練

資
矩
が
初
め
て
光
格
天
皇
の
勅
点
を
賜
っ
た
の
は
寛
政
八
年
八
月
二
十
一
日
で
あ
る
。
自
身
の
勅
点
詠
草
を
編
集
し
た
『
当
今
御
点

到
享
和
三
年
』
（
前
出
。
以
下
『
当
今
御
点
』
）
の
巻
頭
に
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

権
大
納
言
資
矩

八
月
十
八
日
、
資
矩
は
光
格
天
皇
よ
り
勅
点
の
仰
せ
を
受
け
る
。
思
い
が
け
な
く
も
喜
ば
し
い
仰
せ
の
伝
達
者
は
鷲
尾
前
大
納
言
隆
健
で
あ
っ
た
。

資
矩
は
こ
の
時
四
十
一
歳
。
資
矩
と
共
に
勅
点
を
賜
う
こ
と
に
な
っ
た
宮
廷
歌
人
に
広
橋
伊
光
（
五
十
二
歳
）
、
高
松
公
祐
（
二
十
三
歳
）
等
が
お
り
、

宮
廷
歌
人
の
中
の
幾
人
か
が
選
ば
れ
て
の
勅
点
の
仰
せ
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
こ
の
時
光
格
天
皇
は
二
十
六
歳
。
既
に
寛
政
五
年
十
二
月
七

日
（
二
十
三
歳
）
に
古
今
伝
授
の
第
一
階
梯
で
あ
る
天
仁
遠
波
伝
授
を
後
桜
町
上
皇
よ
り
受
け
て
い
る
。

は
る
ひ
と

勅
点
に
到
る
ま
で
の
具
体
的
な
過
程
と
し
て
は
、
ま
ず
閑
院
宮
美
仁
親
王
に
詠
草
を
見
せ
、
そ
の
後
光
格
天
皇
に
奏
覧
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。
美
仁
親
王
は
実
は
光
格
天
皇
よ
り
十
四
歳
年
長
の
実
兄
に
あ
た
る
。
天
明
三
年
五
月
廿
四
日
（
二
十
七
歳
）
に
父
閑
院
宮
典
仁
親
王
よ
り
古
今
伝

授
の
第
一
階
梯
で
あ
る
天
仁
遠
波
伝
授
を
、
寛
政
五
年
十
一
月
十
九
日
（
三
十
七
歳
）
に
第
二
階
梯
の
三
部
抄
伝
授
を
後
桜
町
天
皇
よ
り
受
け
て
い
る
。

ま
た
『
当
今
御
点
』
の
中
に
「
寛
政
九
年
／
翫
月
／
十
二
月
廿
二
日
／
水
無
瀬
宮
御
法
楽
／
已
下
手
宮
依
故
障
家
君
為
御
下
見
」
（
年
／
題
／
月
日
／

歌
会
／
資
矩
の
言
）
ま
た
「
寛
政
十
年
／
初
春
／
正
月
十
日
／
詠
草
始
／
手
宮
下
見
如
元
。
八
日
被
出
仕
。
於
御
法
楽
ハ
猶
覧
家
君
」
と
い
う
記
述

（〔

〕
内
は
割
書
き
。
以
下
同
じ

寛
政
八
年

八
月

廿
一
日
詠
歌
初
賜
御
点
。

去
十
八
日
、
不
慮
蒙
此
仰
〔
鷲
尾
前
大
納
言
（
隆
建
）
伝
仰
、
広
橋
前
大
納
言
（
伊
光
、
五
十
二
歳
）
、
（
高
松
）
公
祐
（
二
十
三
歳
）
等
同
蒙
此

仰
。
詠
寄
先
覧
手
宮
（
閑
院
宮
美
仁
親
王
）
、
次
可
（
光
格
天
皇
に
）
奏
覧
之
旨
被
仰
下
者
也
〕
。

寛
政
八
年
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〈
詠
草
〉寄

道
祝

勿
々

が
あ
る
こ
と
か
ら
、
美
仁
親
王
の
差
し
障
り
に
よ
り
資
矩
詠
草
の
下
見
が
で
き
な
い
と
き
は
、
資
矩
の
父
資
枝
が
代
行
を
し
て
い
た
こ
と
が
知
ら

れ
る
。巻

頭
に
は
続
け
て

詠
草
〔
椙
原
二
枚
重
八
折
、
以
美
濃
紙
為
上
廣
〔
竪
詠
草
如
常
也
〕
。
椙
原
禁
中
当
座
御
会
所
被
用
之
紙
也
。
已
後
平
日
此
定
也
〕
。

誓
状
〔
檀
紙
一
枚
八
折
、
以
美
濃
紙
為
上
蒻
。
檀
紙
寸
法
無
定
様
、
大
略
如
懐
紙
〕
。

已
上
相
具
参
内
以
小
童
献
之
。
詠
草
即
被
下
勅
点
、
誓
状
被
留
御
前
了
。

と
あ
り
、
資
矩
は
八
月
二
十
一
日
に
詠
草
と
誓
状
を
も
っ
て
参
内
し
、
そ
の
場
で
詠
草
に
勅
点
を
賜
り
、
資
矩
の
記
し
た
誓
状
を
光
格
天
皇
が
留
め

ら
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
勅
点
を
受
け
る
に
至
る
手
続
き
が
知
ら
れ
る
貴
重
な
記
述
と
言
え
よ
う
。
ち
な
み
に
資
矩
が
初
め
て
勅
点
を
賜
っ
た
詠

草
と
、
光
格
天
皇
に
提
出
し
た
誓
状
は
以
下
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

わ
が
君
が
御
代
の
さ
か
へ
も
末
な
が
く
め
ぐ
み
を
あ
ふ
ぐ
言
の
は
の
み
ち

言
の
は
の
道
の
さ
か
へ
を
君
が
よ
の
千
よ
に
や
ち
よ
と
あ
ふ
ぐ
行
末

〈
誓
状
〉誓

状
如
左

詠
歌
辱
被
下
御
点
候
上
蒙
仰
候
條
々
慎
守
候
而
護
不
可
口
外
候
。
尤
此
道
永
遂
習
練

深
可
染
心
候
。
猶
違
背
者
可
蒙
大
小
神
祇
殊
両
神
御
罰
候
。
畏
而
所
献
誓
状
如
件
。

右
よ
ろ
し
く
御
ひ
ろ
う
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こ
こ
で
『
当
今
御
点
』
よ
り
具
体
的
に
資
矩
の
和
歌
習
錬
の
過
程
を
見
て
ゆ
こ
う
。
ま
ず
、
勅
点
を
許
さ
れ
た
寛
政
八
年
、
資
矩
は
光
格
天
皇
の

勅
題
に
よ
り
二
十
四
首
の
和
歌
を
提
出
し
て
い
る
。
以
下
に
前
後
に
記
さ
れ
た
資
矩
の
言
と
、
十
二
題
二
十
四
首
の
内
、
各
題
合
点
の
あ
る
和
歌
を

一
首
ず
つ
挙
げ
る
。

寛
政
八
年

以
哀
翰
賜
御
題

霞
さ
ほ
姫
の
春
の
よ
そ
ひ
の
初
し
ほ
に
か
す
み
の
色
や
ま
づ
に
ほ
ふ
ら
む

若
草

か
ね
て
よ
り
下
も
え
け
ら
し
の
べ
の
雪
の
と
く
れ
ば
や
が
て
青
む
わ
か
草

花
む
す
ぼ
ふ
れ
ま
ち
し
心
の
下
紐
も
と
け
て
ぞ
け
さ
は
め
づ
る
初
花

郭
公

い
を
も
ね
ぬ
さ
と
や
い
く
里
ほ
と
4

ぎ
す
鳴
一
声
を
ま
つ
こ
と
に
し
て

五
月
雨

ふ
れ
る

絶
ず
落
る
の
き
の
い
と
水
く
り
か
へ
し
な
が
／
＼
し
く
も
五
月
雨
ぞ
ふ
る

納
涼

寛
政
八
年
八
月
廿
一
日

勾
当
内
侍
ど
の
ヘ

資
矩

権
大
納
言
資
矩

（
い
ず
れ
も
『
当
今
御
点
』
に
よ
る
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も

た
れ
も
み
な
と
ひ
き
て
す
ゞ
む
山
か
げ
の
か
も
の
河
か
ぜ
夏
と
し
ぞ
な
き

秋
野

と
ひ
来
つ
る
花
の
4

く
れ
ぞ
た
ぐ
ひ
な
き
千
ぐ
さ
の
つ
ゆ
に
虫
も
声
し
て

｛
辰
筆
者
也
。

月
秋
津
州
の
秋
に
ち
ぎ
り
も
久
堅
の
そ
ら
行
月
ぞ
よ
4

に
く
も
ら
ぬ

紅
薬

立
田
姫
わ
く
る
心
の
色
み
せ
て
か
へ
で
は
4

そ
の
枝
か
は
す
か
げ

千
鳥更

て

は

さ
よ
深
く
月
の
い
り
ぬ
る
磯
千
鳥
し
ば
な
く
声
や
友
ま
ど
ふ
ら
ん

A

≫

`

>

 

氷
み
ぎ
は
の
み
み
し
う
す
ら
ひ
の
と
ぢ
そ
ひ
て
御
池
に
よ
す
る
さ
ゞ
波
も
な
し

雪
ほ
ど
近
く
む
か
へ
ん
春
も
豊
な
る
年
の
し
る
し
を
雪
や
み
す
ら
ん

組
題
詠
出
加
点
了
。

目
出
幾
久
し
く
と
祝
入
候
。

如
此
詠
草
之
お
く
に
被
加

光
格
天
皇
直
々
の
炭
翰
に
よ
っ
て
賜
っ
た
勅
題
に
詠
出
し
た
二
十
四
首
の
内
の
十
二
首
で
あ
る
。
う
ち
何
首
か
に
は
天
皇
の
添
削
が
施
さ
れ
て
い

る
。
詠
草
の
奥
に
痰
筆
で
「
組
題
詠
出
加
点
了
。
目
出
幾
久
し
く
と
祝
入
候
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
出
題
が
、
勅
点
を
許
さ
れ
て
初

め
て
の
実
力
試
験
の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
資
矩
は
そ
れ
に
無
事
合
格
し
た
と
い
う
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

翌
寛
政
九
年
に
は
更
に
百
首
和
歌
の
出
題
を
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、
百
首
を
紹
介
す
る
こ
と
は
紙
面
の
都
合
上
不
可
能
で
あ
る
で
、
別
稿
を
期
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廿
八
日

三
日

五
日

六
日

十
二
日

十
六
日

十
八
日

廿
四
日

廿
五
日

廿
六
日

五
月 日

付

四
月
十
八
日

廿
六
日同

す
こ
と
に
し
て
、
そ
の
前
後
に
記
さ
れ
て
い
る
資
矩
の
言
に
注
目
し
て
み
る
。
百
首
和
歌
の
前
後
に
「
自
四
月
十
五
日
御
百
首
」
ま
た
「
右
七
月
廿

七
日
終
功
了
」
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
光
格
天
皇
か
ら
の
出
題
は
四
月
十
五
日
か
ら
七
月
二
十
七
日
の
約
百
日
間
に
及
び
、
そ
の
間
資
矩
は

勅
題
を
受
け
取
っ
て
は
一
題
二
首
ず
つ
和
歌
を
奏
上
す
る
と
い
う
毎
日
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
七
月
二
十
七
日
の
「
寄
国
祝
言
」
を
最
後
と
し

て
百
首
和
歌
を
成
就
す
る
の
で
あ
る
が
、
資
矩
は
決
し
て
百
首
和
歌
の
み
に
か
か
っ
て
い
た
の
で
は
な
く
、
宮
廷
歌
会
へ
は
通
常
通
り
出
詠
し
て
い

る
。
こ
こ
で
、
百
首
和
歌
を
詠
出
し
て
い
た
寛
政
九
年
四
月
十
五
日
か
ら
七
月
二
十
七
日
間
に
資
矩
が
出
詠
し
た
宮
廷
歌
会
と
そ
の
題
を
抜
き
出
し

て
み
る
。

歌
会
名

院
御
月
次

内
々
御
当
座

御
内
会

御
当
座

右
同

右
同

右
同

右
同

右
同

仙
洞
御
月
次

御
月
次

院
聖
廟
御
法
楽

御
内
会

歌
題

首
夏
山
、
帰
路

初
聞
郭
公

新
竹
、
久
恋

池
亀

山
家

池
菖
蒲

泉戚
橘
風

山
花

五
月
蝉
、
夏
夜
恋

池
朝
菖
蒲
、
寄
郭
公
恋
、
旅
人
渡
橋

虫箔
慮
橘
、
田
家
水
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廿
九
日

三
十
日

六

月

三

日

十
八
日

十
九
日

廿
四
日

廿
五
日

廿
六
日

廿
九
日

七

月

七

日
八
日

十
一
日

十
八
日

廿
四
日

廿
五
日

廿
六
日

内
々
御
当
座

御
当
座

内
々
御
当
座

仙
洞
御
月
次

三
十
首
御
当
座

御
月
次

聖
廟
御
法
楽

御
内
会

内
々
御
当
座

七
夕
御
会

内
々
御
当
座

御
当
座

仙
洞
御
月
次

御
月
次

仙
洞
聖
廟
御
法
楽

御
内
会

池
上
蓮

夏
香

瞬
中
舟

扇
、
海

谷
樵
父

人
づ
て
、
む
ま

網
代

蝉
声
秋
近
、
寄
埋
木
恋

六
月
祓

七
夕
植
物

松
年
久

関秋
花
色
々
、
通
心
恋

女
郎
花
、
遠
鹿
、
名
所
瀧

薄
似
袖

荻
風
、
海
辺

光
格
天
皇
と
資
矩
の
和
歌
習
練
の
様
子
が
推
し
は
か
ら
れ
る
。
資
矩
と
同
じ
く
光
格
天
皇
よ
り
勅
点
を
許
さ
れ
た
広
橋
伊
光
、
高
松
公
祐
等
も
資
矩

と
同
じ
よ
う
な
和
歌
訓
練
を
積
ん
で
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
天
皇
と
資
矩
の
添
削
と
稽
古
を
見
る
限
り
、
当
時
光
格
天
皇
を
中
心
と
す
る
歌
会
グ
ル
ー

プ
の
活
動
は
極
め
て
盛
ん
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
『
当
今
御
点
』
の
中
に
は
寛
政
十
二
年
五
月
の
こ
と
と
し
て
「
当
月
御
月
次
不
被
触
是
自
去
年

冬
被
定
了
。
御
人
数
多
候
而
雖
御
点
之
輩
一
年
ニ
―
ケ
度
所
被
除
也
」
と
い
う
記
事
も
あ
り
、
光
格
天
皇
を
中
心
と
す
る
寛
政
期
の
宮
廷
歌
会
が
後
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水
尾
院
、
霊
元
院
歌
壇
に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
盛
会
を
見
せ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
以
下
具
体
的
に
光
格
天
皇
の
添
削
の
用
例
を
挙

げ
、
ま
た
当
時
の
宮
廷
歌
会
の
様
相
を
探
っ
て
ゆ
き
た
い
所
だ
が
紙
面
の
都
合
に
よ
り
一
、
二
例
に
と
ど
め
る
こ
と
と
し
、
別
稿
を
期
す
。

寛

政

九

年

八

月

廿

五

日

院

聖

廟

御

法

楽

生
そ
ひ
て
ま
が
き
の
も
と
に
み
し
も
今
末
こ
す
荻
の
し
げ
る
い
く
む
ら

生
そ
ふ
る
踊
わ
き
て
も
庭
面
に
音
を
へ
だ
て
ぬ
荻
の
う
ら
風

右
伺
候
所
召
御
前
有
被
仰
下
旨
可
改
作
之
由
蒙
仰
了
。

改
作

＼
 

こ
と
草
の
つ
ゆ
も
み
だ
れ
て
朝
な
夕
な
ま
が
き
の
荻
に
そ
よ
ぐ
秋
か
ぜ

秋
深
み
今
や
ま
が
き
の
荻
の
か
ぜ
み
に
し
む
こ
ゑ
の
い
と
ゞ
そ
ひ
行

寛

政

十

年

去

r遥
六

月

二

十

五

日

院

聖

廟

御

法

楽

立
そ
ふ
る
霞
の
へ
だ
て
末
と
を
き
く
も
路
ほ
の
か
に
む
か
ふ
雁
が
ね

雲

路

隔
そ
ふ
か
す
み
ぞ
つ
ら
き

rが
ね
の
翅
も
き
え
て
と
を
き
行
え
を

之

、

｀

n
｀

≫

ヽ

一
首
之
上
者
能
分
り
候
へ
ど
も

雁
が
音
の
句

此
句
二
而
ハ
無
詮
候
ま
4
如
斯
削
改
候
也
。

右
御
切
紙
哀
筆
被
添
下
不
及
返
上
之
由
被
仰
下
了
。

以
上
『
当
今
御
点
』
に
よ
り
光
格
天
皇
の
資
矩
に
対
す
る
和
歌
習
練
の
階
梯
を
見
て
く
る
と
、

①
勅
点
の
許
可
（
寛
政
八
年
八
月
十
八
日
）
。

籠
荻
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②
勅
題
（
十
二
題
）
に
よ
る
個
別
の
添
削
指
導
（
寛
政
八
年
）
。

③
百
首
和
歌
の
添
削
指
禅
（
寛
政
九
年
四
月
十
五
日
か
ら
七
月
二
十
五
日
の
間
）
。

と
三
段
階
を
踏
ん
で
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
享
和
三
年
、
資
矩
は
大
愚
歌
合
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
た
た
め
、
勅
点
を
受
け
て
い

る
途
中
で
宮
廷
歌
会
を
追
放
さ
れ
、
天
皇
か
ら
の
勅
点
も
と
り
や
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
資
矩
と
同
じ
時
期
に
勅
点
を
許
さ
れ
た
高
松
公

祐
は
、
文
政
四
年
五
月
二
日
、
光
格
上
皇
よ
り
天
仁
遠
波
伝
授
を
受
け
て
い
る
（
『
古
今
伝
授
沿
革
史
論
』
）
。
資
矩
と
同
じ
和
歌
訓
練
を
受
け
て
い
た

で
あ
ろ
う
高
松
公
祐
が
、
文
政
四
年
に
光
格
院
よ
り
天
仁
遠
波
伝
授
を
受
け
た
こ
と
は
、
資
矩
が
宮
廷
歌
会
か
ら
追
放
さ
れ
ず
に
和
歌
習
練
に
邁
進

し
た
時
の
彼
の
姿
を
勢
罷
と
さ
せ
る
。
お
そ
ら
く
資
矩
の
①
）

l
Rの
訓
練
の
先
に
は
古
今
伝
授
へ
の
道
が
開
か
れ
て
お
り
、
ま
た
古
今
伝
授
を
受
け

た
後
に
は
和
歌
宗
匠
の
道
が
開
か
れ
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
先
に
挙
げ
た
文
化
十
一
年
七
月
成
立
『
諸
家
家
業
記
』
の
文
末
に
「
武
者
小
路
、
清
水
谷
、

正
親
町
、
日
野
、
水
無
瀬
等
之
家
々
宗
匠
に
被
相
成
候
近
例
も
有
之
な
か
ら
、
当
時
其
沙
汰
無
之
候
」
と
記
さ
れ
て
い
た
ご
と
く
、
文
化
十
一
年
に

資
矩
は
和
歌
宗
匠
と
し
て
の
資
格
を
有
し
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、
偏
に
享
和
三
年
資
矩
が
大
愚
歌
合
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
て
宮
廷
歌
人
と
し
て

の
道
を
絶
た
れ
て
し
ま
っ
た
為
で
あ
り
、
そ
う
で
な
け
れ
ば
父
資
枝
の
跡
を
継
ぎ
和
歌
宗
匠
と
な
る
道
は
十
分
に
開
か
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
の
で

あ
る
。

資
矩
の
挫
折
と
そ
の
後

『
当
今
御
点
』
の
詠
草
は
享
和
三
年
二
月
二
十
七
日
の
手
宮
（
閑
院
宮
美
仁
親
王
）
会
始
の
記
録
で
跡
絶
え
る
。
こ
れ
は
、
享
和
二
年
十
二
月
に
行

わ
れ
た
大
愚
歌
合
に
出
詠
し
た
こ
と
が
原
因
で
、
享
和
三
年
三
月
に
篭
居
を
命
ぜ
ら
れ
た
為
で
あ
る
。
『
当
今
御
点
』
で
見
る
限
り
、
御
所
伝
授
を

受
け
和
歌
宗
匠
と
な
る
べ
き
資
矩
の
将
来
は
既
に
約
束
さ
れ
て
い
る
か
の
よ
う
に
思
え
た
。
し
か
し
、
歌
合
に
出
し
た
わ
ず
か
三
首
の
和
歌
の
為
に

資
矩
の
将
来
は
一
瞬
に
し
て
打
ち
砕
か
れ
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。

大
愚
歌
合
事
件
に
つ
い
て
は
、
注
1
拙
稿
お
よ
び
別
稿
で
詳
し
く
の
べ
た
が
、
立
論
の
都
合
上
概
略
を
記
す
。
大
愚
歌
合
と
は
享
和
二
年
十
二
月
、

京
都
に
お
い
て
、
堂
上
家
広
幡
大
納
言
前
秀
が
堂
上
歌
人
と
地
下
歌
人
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
月
・
雪
・
花
の
三
題
で
歌
を
集
め
、
地
下
歌
人
大
愚
慈
延
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に
判
を
さ
せ
た
三
十
番
歌
合
で
あ
る
。
堂
上
旧
派
の
冷
泉
為
泰
や
飛
鳥
井
雅
威
が
こ
の
歌
合
を
こ
と
さ
ら
問
題
視
し
た
こ
と
も
あ
り
、
享
和
三
年
四

月
、
堂
上
家
全
員
に
各
々
宗
匠
家
破
門
、
宮
廷
歌
会
か
ら
の
追
放
と
い
う
厳
し
い
処
罰
が
下
る
。
処
分
さ
れ
た
堂
上
家
の
内
、
徳
大
寺
公
迪
（
芝
山

家
門
弟
）
、
綾
小
路
俊
資
（
烏
丸
家
門
弟
）
、
富
小
路
貞
直
（
飛
鳥
井
家
門
弟
）
、
日
野
資
愛
（
閑
院
宮
家
門
弟
）
は
、
享
和
元
年
の
本
居
宣
長
上
京
の
際
、

旅
宿
に
通
っ
て
熱
心
に
講
義
を
聴
い
た
（
『
享
和
元
年
上
京
日
記
』
『
玉
の
な
つ
ぎ
』
）
古
学
志
向
の
人
物
で
あ
り
、
大
愚
歌
合
を
事
件
に
ま
で
発
展
さ

せ
た
冷
泉
家
・
飛
鳥
井
家
と
堂
上
古
学
派
の
間
に
は
溝
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

と
こ
ろ
で
、
寛
政
の
頃
の
記
事
と
し
て
、
冷
泉
為
村
・
為
泰
父
子
の
門
人
森
山
孝
盛
『
盤
の
焼
藻
の
記
』
（
新
版
『
日
本
随
筆
大
成
』
所
収
本
に
よ

る
）
に
、

（
マ
マ
）

又
其
頃
日
野
大
納
言
資
枝
卿
和
歌
添
削
勅
免
あ
り
て
。
家
流
繁
栄
す
る
を
、
ロ
ロ
ロ
〈
民
部
卿
〉
入
道
為
村
卿
六
十
六
ケ
国
に
門
人
あ
り
し
と

な
り
。
ロ
ロ
羨
れ
て
頻
に
門
下
に
追
従
あ
り
て
、
添
削
も
又
不
滞
。
褒
詞
多
く
加
へ
て
、
人
の
思
ひ
付
こ
と
を
第
一
に
し
て
、
弟
子
を
求
め
尋

ら
れ
け
り
。
（
中
略
）
為
泰
卿
、
父
入
道
殿
よ
り
は
、
一
際
引
し
め
て
、
花
や
か
成
こ
と
は
夢
々
な
く
て
、
実
意
丁
寧
を
尽
さ
れ
け
れ
ば
、
褒
詞

と
て
も
少
く
、
事
毎
に
念
を
入
ら
れ
け
る
。
添
削
も
滞
り
が
ち
な
り
し
な
り
。
宮
部
義
正
（
孫
八
と
云
、
松
平
右
京
大
夫
藩
中
）
、
横
瀬
侍
従
貞

臣
（
駿
河
守
高
家
）
、
内
藤
甲
州
正
範
（
元
石
野
広
道
が
取
立
、
冷
泉
家
門
人
）
を
始
、
年
久
し
き
冷
門
の
や
か
ら
多
く
日
野
家
へ
移
り
て
、
剰
ヘ

宮
部
は
為
泰
卿
よ
り
此
道
の
勘
当
状
を
被
送
破
門
せ
ら
れ
け
り
。
花
に
染
心
の
者
は
、
次
第
／
＼
‘
に
色
み
へ
て
う
つ
ろ
ひ
け
り
。
其
頃
日
野
と

冷
門
の
あ
ら
そ
ひ
、
世
の
中
に
も
云
し
ろ
ひ
て
、
等
閑
な
ら
ず
申
あ
へ
り
し
に
付
て
（
下
略
）

と
あ
り
、
冷
泉
為
村
亡
き
後
の
宗
匠
為
泰
と
「
和
歌
添
削
勅
免
」
の
あ
っ
た
日
野
資
枝
と
の
間
に
、
し
烈
な
門
人
獲
得
争
い
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か

が
わ
れ
る
。
冷
泉
為
泰
の
も
と
か
ら
日
野
資
枝
の
も
と
へ
門
人
が
移
っ
て
ゆ
く
こ
と
を
為
泰
は
心
安
く
は
思
っ
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
が
、
ど
う

す
る
こ
と
も
で
き
な
か
っ
た
。
一
方
日
野
資
枝
の
跡
を
継
ぐ
べ
く
習
練
を
積
ん
で
い
た
の
が
先
に
述
べ
た
資
矩
で
あ
っ
た
。
光
格
天
皇
の
勅
点
を
許

さ
れ
、
日
々
精
進
の
な
か
和
歌
宗
匠
へ
の
道
を
邁
進
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
享
和
元
年
十
月
、
資
矩
が
ま
だ
天
仁
遠
波
伝
授
を
受
け
ぬ
内
に
資
枝
は

こ
の
世
を
去
っ
て
し
ま
う
。
日
野
家
と
し
て
は
次
期
宗
匠
と
し
て
の
資
矩
の
誕
生
を
待
つ
状
態
に
あ
っ
た
。
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こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
、
資
枝
の
没
後
約
一
年
の
享
和
二
年
十
二
月
に
行
わ
れ
た
の
が
大
愚
歌
合
で
あ
っ
た
。
資
矩
と
し
て
は
広
幡
家
と
日
野

家
と
い
う
親
戚
筋
に
あ
た
る
人
々
が
中
心
に
な
っ
て
の
内
々
の
歌
合
で
は
あ
っ
て
も
、
当
時
公
的
に
は
歌
合
が
禁
止
さ
れ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
自
分

が
光
格
天
皇
か
ら
の
勅
点
を
受
け
て
い
る
身
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
出
詠
す
る
の
は
た
め
ら
わ
れ
る
。
し
か
し
、
主
催
者
の
広
幡
大
納
言
前
秀

は
資
矩
の
愛
娘
淑
子
の
嫁
ぎ
先
の
父
で
あ
る
。
娘
の
立
場
を
考
え
る
と
無
下
に
断
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
。
そ
こ
で
資
矩
が
考
え
た
の
が
、
亡
父
資

枝
の
門
人
で
あ
っ
た
石
塚
寂
翁
の
代
作
を
遣
わ
す
こ
と
で
あ
っ
た
。
も
と
も
と
名
前
は
伏
せ
て
歌
を
合
せ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、
寂
翁
の

代
作
を
妾
資
愛
の
母
の
名
で
出
し
た
の
で
あ
る
が
、
な
ぜ
か
資
矩
の
実
名
で
歌
合
の
写
本
が
世
間
に
流
布
し
て
し
ま
う
の
で
あ
っ
た
。
門
人
生
嶋
宜

由
が
大
愚
歌
合
に
出
詠
し
て
い
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
催
し
の
こ
と
を
知
っ
た
冷
泉
為
泰
は
、
大
愚
歌
合
を
こ
と
さ
ら
問
題
視
す
る
。
以
下
に
挙

げ
る
の
は
『
織
錦
舎
随
筆
』
（
新
版
『
日
本
随
筆
大
成
』
所
収
）
所
載
の
加
藤
千
蔭
宛
小
野
勝
義
書
簡
の
一
部
で
あ
る
。

夫
故
冷
泉
家
甚
御
立
腹
二
而
、
宗
匠
方
被
仰
合
、
閑
院
宮
（
美
仁
親
王
）
へ
被
仰
上
、
此
一
件
（
光
格
天
皇
の
）
奏
聞
二
可
及
被
仰
候
へ
ど
も
、
宮

ハ
聞
か
ぬ
分
に
て
可
然
と
達
而
被
仰
候
へ
ど
も
、
冷
泉
家
被
仰
募
、
終
二
奏
聞
二
被
及
候
故
、
不
得
止
右
之
次
第
二
成
候
よ
し
二
御
座
候
。

大
愚
歌
合
に
無
断
で
出
詠
し
て
い
た
門
人
生
嶋
の
反
抗
的
な
態
度
に
立
腹
し
た
冷
泉
為
泰
は
、
当
時
の
和
歌
宗
匠
達
と
相
談
し
、
閑
院
宮
美
仁
親
王

に
、
大
愚
歌
合
の
催
し
の
こ
と
を
光
格
天
皇
に
奏
上
す
る
よ
う
に
言
う
が
、
美
仁
親
王
は
と
り
あ
わ
な
い
。
と
こ
ろ
が
為
泰
は
執
拗
に
言
い
募
り
、

と
う
と
う
奏
聞
に
及
ん
で
、
大
愚
歌
合
関
係
者
の
処
罰
へ
と
至
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。
美
仁
親
王
の
実
弟
で
あ
る
妙
法
院
宮
真
仁
親
王
は
内
々
の

歌
合
を
た
ぴ
た
び
行
っ
て
お
り
、
ま
た
日
野
資
矩
と
そ
の
子
資
愛
は
美
仁
親
王
の
門
弟
で
も
あ
っ
た
。
親
王
は
為
泰
の
訴
え
を
ま
と
も
に
と
り
あ
げ

よ
う
と
は
思
わ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
為
泰
は
よ
ほ
ど
執
拗
に
申
し
上
げ
た
の
で
あ
ろ
う
。
享
和
三
年
四
月
と
う
と
う
関
係
者
の
処
罰
に

及
ぶ
。こ

の
処
罰
に
よ
り
資
矩
は
光
格
天
皇
よ
り
の
勅
点
を
と
り
止
め
ら
れ
、
閑
院
宮
美
仁
親
王
か
ら
破
門
、
御
会
人
数
か
ら
の
排
除
と
篭
居
を
命
ぜ
ら

れ
る
。
資
矩
の
跡
を
継
ぐ
べ
き
資
愛
も
同
じ
く
美
仁
親
王
か
ら
の
破
門
、
宮
廷
歌
会
か
ら
の
追
放
を
命
ぜ
ら
れ
る
の
で
あ
っ
た
。
こ
こ
に
お
い
て
、

日
野
家
は
完
全
に
宮
廷
歌
会
か
ら
抹
殺
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
処
罰
に
暗
躍
し
た
の
は
、
日
野
家
の
躍
進
ぶ
り
を
内
心
快
く
思
っ
て
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い
な
か
っ
た
冷
泉
為
泰
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
は
以
上
の
こ
と
か
ら
十
分
考
え
ら
れ
よ
う
。
『
当
今
御
点
』
の
末
尾
に
以
下
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

正
二
位
藤
原
資
矩

右
雖
頗
多
奄
、
無
益
。
所
注
子
細
也
。
只
此
事
在
先
考
甍
後
之
条
、
此
上
之
幸
事
也
。
於
御
在
世
者
其
御
歎
可
案
。
今
斃
後
之
義
、
不
孝
之
中

之
幸
事
。
猶
可
恐
怖
而
已
゜

享
和
三
年
四
月

和
歌
宗
匠
へ
の
道
を
完
全
に
閉
ざ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
資
矩
の
胸
中
が
察
せ
ら
れ
る
。
不
幸
中
の
幸
い
は
、
処
罰
が
自
分
に
期
待
を
寄
せ
て
い
た
父
資

枝
の
没
後
で
あ
っ
た
事
と
い
う
。
血
筋
と
し
て
は
烏
丸
光
栄
の
実
孫
と
し
て
、
ま
た
日
野
家
と
し
て
は
宗
匠
資
枝
の
跡
を
継
ぐ
べ
く
、
天
皇
勅
点
と

い
う
最
高
の
栄
誉
と
環
境
の
中
で
、
精
進
し
て
い
た
資
矩
の
歌
人
生
活
は
、
こ
の
事
件
で
一
変
し
て
し
ま
う
の
で
あ
っ
た
。
転
落
し
た
資
矩
が
そ
の

後
ど
の
よ
う
な
歌
人
生
活
を
送
っ
た
の
か
、
幾
許
か
の
資
料
か
ら
推
測
し
て
み
た
い
。

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
歌
書
雑
記
』
（
一
冊
）
は
宮
廷
歌
会
追
放
後
の
資
矩
の
書
写
本
で
あ
る
。
今
こ
こ
に
書
写
さ
れ
て
い
る
歌
書
ご
と
の
奥
書

を
初
め
か
ら
順
に
抜
き
出
し
て
み
る
。

0
『
読
歌
次
第
』

奥
書
「
享
和
三
年
九
月
十
五
日
書
写
了
。
正
二
位
藤
原
資
矩
。
異
字
不
審
等
尤
多
。
只
如
本
写
取
了
。
後
日
以
善
本
可
改
直
」
。

0
『
東
野
州
拾
唾
』
『
拾
遺
愚
草
内
』

奥
書
「
右
享
和
三
年
九
月
廿
一
日
書
写
了
。
正
二
位
藤
原
資
矩
」
。

0
『
蔵
玉
和
歌
集
〔
草
木
異
名
並
月
之
名
〕
』

奥
書
「
享
和
三
年
十
月
一
日
書
写
了
。
正
二
位
資
矩
」
。

0
『
和
歌
指
南
』
『
十
鉢
抄
』

奥
書
「
享
和
三
年
十
月
六
日
暁
燈
下
書
了
。
正
二
位
資
矩
」
。

0
『
和
歌
秘
書
』
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奥
書
「
享
和
三
年
十
月
九
日
書
写
了
。
正
二
位
資
矩
」
。

0
『
栄
雅
和
班
式
』

奥
書
「
享
和
三
年
十
月
十
三
日
天
曙
書
了
。
正
二
位
資
矩
」
。

0
『
更
科
之
記
』
（
上
・
下
）

奥
書
「
享
和
三
年
十
一
月
四
日
書
了
。
正
二
位
資
矩
」
。

享
和
三
年
九
月
十
五
日
か
ら
十
一
月
四
日
に
か
け
て
た
て
つ
づ
け
に
筆
写
に
う
ち
こ
ん
で
い
る
。
宮
廷
歌
会
か
ら
追
放
さ
れ
て
も
、
独
力
で
歌
学
に

打
ち
込
む
資
矩
の
姿
が
垣
間
見
ら
れ
る
。
ま
た
同
じ
く
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
『
先
考
御
詠
』
は
、
亡
父
資
枝
の
和
歌
を
、
百
首
歌
（
巻
一
）
、
公
宴

御
会
（
巻
二
）
、
家
御
会
（
巻
三
）
、
賀
算
（
巻
四
）
、
絵
讃
（
巻
五
）
、
法
楽
（
巻
六
）
、
追
纂
（
巻
七
）
、
物
之
銘
（
巻
八
）
、
贈
答
（
巻
九
）
、
雑
歌
（
巻
十
、

巻
十
一
）
、
御
門
人
会
（
巻
十
二
）
の
各
巻
に
分
け
、
そ
れ
ぞ
れ
年
代
順
に
編
纂
し
た
も
の
で
あ
る
。
和
歌
宗
匠
と
し
て
の
資
枝
の
跡
を
継
げ
な
か
っ

た
こ
と
へ
の
佗
び
の
つ
も
り
も
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
、
全
十
二
巻
に
も
及
ぶ
膨
大
な
詠
草
を
全
て
自
ら
の
筆
で
編
纂
書
写
し
て
い
る
。
そ
の
『
先
考

御
詠
』
（
巻
一
）
の
中
の
資
枝
と
或
女
房
と
の
和
歌
の
贈
答
の
後
に
、
資
矩
の
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

或
女
房
と
い
へ
る
は
卜
山
入
道
な
り
。
勅
勘
の
人
と
い
へ
ど
も
年
序
を
も
へ
け
る
う
へ
、
班
道
の
こ
と
の
み
に
お
ゐ
て
は
女
房
の
分
と
し
て
ひ

そ
か
に
し
め
し
合
せ
ら
る
べ
き
よ
し
、
故
大
女
院
〔
青
綺
門
院
〕
の
内
令
に
ま
か
せ
ら
れ
御
班
ど
も
み
せ
ら
れ
了
。
卜
山
勅
勘
の
後
ま
こ
と
に

東
西
を
う
し
な
は
る
4

の
と
こ
ろ
、
此
仰
に
よ
り
て
も
は
ら
御
け
い
こ
あ
り
し
と
な
り
。
終
に
道
の
伝
受
を
か
さ
ね
ら
れ
け
る
も
ひ
と
へ
に
此

仰
あ
り
て
御
習
錬
を
つ
ま
れ
し
高
恩
、
卜
山
入
道
の
教
等
と
も
に
片
時
も
御
忘
却
な
き
よ
し
常
々
仰
ら
れ
し
者
也
。
（
下
略
）

文
化
四
年
春
染
之

ト
山
入
道
と
は
烏
丸
光
胤
。
神
道
・
儒
学
を
竹
内
式
部
に
学
び
、
宝
暦
八
年
宝
暦
事
件
に
連
座
し
て
止
官
・
永
蟄
居
の
処
分
を
受
け
、
同
十
年
に

落
飾
を
命
ぜ
ら
れ
卜
山
と
号
し
て
い
た
。
資
矩
の
言
よ
り
、
永
蟄
居
の
身
の
上
で
あ
っ
た
が
、
青
綺
門
院
の
内
令
に
よ
り
歌
道
に
励
み
「
道
の
伝
受

を
か
さ
ね
」
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
「
古
今
伝
授
血
肱
」
（
『
古
今
伝
授
沿
革
史
論
』
）
に
よ
れ
ば
光
胤
は
天
仁
遠
波
伝
授
（
桜
町
天
皇
よ
り
）
、
三
部
抄
伝

資
矩
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四
資
矩
の
歌
道
再
入
門
嘆
願
書
と
宮
廷
歌
会
へ
の
復
活

授
（
有
栖
川
宮
職
仁
親
王
よ
り
）
、
伊
勢
物
語
伝
授
（
職
仁
親
王
よ
り
）
を
受
け
た
段
階
で
勅
勘
を
被
っ
た
。
と
こ
ろ
が
安
永
七
年
六
月
二
十
五
日
に
勅

勘
を
免
さ
れ
て
出
仕
、
七
月
八
日
に
は
参
洞
し
桜
町
院
よ
り
あ
ら
た
め
て
天
仁
波
切
紙
を
授
け
下
さ
れ
、
歌
道
門
弟
へ
の
添
削
を
許
さ
れ
、
か
つ
天

皇
よ
り
勅
点
を
賜
わ
る
べ
き
こ
と
を
仰
せ
下
さ
れ
た
。
同
二
十
四
日
に
は
、
旧
来
の
ご
と
く
職
仁
親
王
よ
り
三
部
抄
伝
授
・
伊
勢
物
語
伝
授
を
受
け
、

更
に
翌
八
年
三
月
二
十
日
に
は
後
桜
町
天
皇
よ
り
古
今
集
伝
授
を
受
け
て
い
る
。

資
矩
は
生
前
父
資
枝
よ
り
、
卜
山
入
道
が
「
終
に
道
の
伝
受
を
か
さ
ね
ら
れ
け
る
も
ひ
と
へ
に
此
仰
あ
り
て
御
習
練
を
つ
ま
れ
し
高
恩
、
卜
山
入

道
の
教
等
と
も
に
片
時
も
御
忘
却
な
き
よ
し
」
と
常
々
言
わ
れ
て
い
た
と
記
し
て
い
る
。
勅
勘
か
ら
復
帰
し
て
終
に
古
今
集
伝
授
を
受
け
る
に
い
た

る
光
胤
の
歌
人
と
し
て
の
挫
折
と
復
活
は
、
資
矩
自
身
の
挫
折
お
よ
ぴ
こ
れ
か
ら
の
人
生
と
重
な
っ
て
見
え
た
に
相
違
な
か
ろ
う
。
宮
廷
歌
会
か
ら

追
放
さ
れ
て
四
年
後
の
春
、
資
矩
が
歌
人
と
し
て
の
復
活
に
賭
け
る
思
い
が
衰
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
示
す
注
記
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
更
に
四
年
後
の
文
化
八
年
、
小
宮
山
楓
軒
が
記
し
た
日
野
資
矩
に
関
す
る
以
下
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
。

今
ノ
日
野
殿
ハ
考
索
家
、
和
歌
ハ
関
白
殿
ヨ
リ
禁
ゼ
ラ
ル
。
大
愚
ハ
岡
崎
ノ
モ
ノ
ナ
リ
。

（
小
宮
山
風
軒
『
懐
宝
日
札
』
文
化
八
年
の
項
、
『
随
筆
百
花
苑
』
本
に
よ
る
）

資
矩
の
思
い
と
は
裏
腹
に
、
世
間
で
は
既
に
関
白
よ
り
和
歌
を
禁
ぜ
ら
れ
た
考
索
家
と
し
て
資
矩
を
見
る
者
も
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

文
政
四
年
九
月
十
日
、
六
十
六
歳
に
な
っ
た
資
矩
は
自
分
の
余
生
長
か
ら
ざ
る
を
思
い
、
一
条
家
の
諸
大
夫
で
あ
っ
た
難
波
備
前
守
愛
敬
に
一
通

の
書
簡
を
出
す
。
愛
敬
は
当
時
の
関
白
一
条
忠
良
に
仕
え
て
お
り
、
忠
良
は
光
格
院
よ
り
天
仁
遠
波
伝
授
、
三
部
抄
伝
授
、
伊
勢
物
語
伝
授
と
い
う

御
所
伝
授
の
第
三
階
梯
ま
で
を
受
け
て
い
る
。
宮
廷
歌
会
か
ら
排
除
さ
れ
て
十
八
年
目
の
秋
、
資
矩
は
愛
敬
を
通
じ
て
忠
良
へ
の
入
門
を
願
お
う
と

し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
は
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
『
歌
道
再
入
門
ノ
儀
二
付
キ
難
波
備
前
守
宛
日
野
資
矩
嘆
願
書
』
か
ら
で
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十
七
年
間
た
だ
た
だ
自
分
を
恨
む
他
な
か
っ
た
と
言
う
資
矩
も
今
年
六
十
六
歳
、
老
衰
の
身
で
、
黄
泉
へ
の
旅
立
ち
を
意
識
し
は
じ
め
て
い
た
。

歌
道
潅
頂
を
受
け
た
日
野
弘
資
・
資
茂
父
子
、
伝
授
を
受
け
た
父
資
枝
等
、
宮
廷
歌
人
と
し
て
の
輝
か
し
い
栄
誉
を
持
つ
先
祖
達
が
い
る
と
こ
ろ
へ

「
光
栄
公
之
実
孫
と
し
て
和
歌
詠
出
さ
へ
不
相
叶
身
分
と
相
成
」
っ
た
ま
ま
ゆ
く
の
は
「
実
以
深
歎
入
存
候
」
と
い
う
他
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
生

い
先
長
く
は
な
い
資
矩
が
歌
道
再
入
門
に
こ
れ
だ
け
執
着
す
る
理
由
は
「
再
入
干
宗
匠
家
之
門
和
歌
詠
出
相
叶
候
身
分
と
相
成
終
身
候
得
者
、
誠
二

難
波
備
前
守
殿

あ
る
。
同
書
は
資
矩
自
筆
で
、
難
波
愛
敬
に
あ
て
た
書
簡
の
控
え
で
あ
る
。
別
稿
で
一
部
引
用
し
た
が
、
こ
こ
で
は
全
文
を
挙
げ
る
。

資
矩

資
矩
義
、
去
享
和
四
年
四
月
、
被
除
和
歌
勅
点
候
。
子
細
誠
以
恐
燿
之
到
、
其
節
身
分
不
相
応
之
振
舞
、
本
心
ヲ
取
乱
候
所
為
と
、
逐
事
後
悔

重
畳
恐
入
存
候
。
実
自
身
相
設
候
失
錯
、
十
七
ケ
年
来
唯
身
ヲ
恨
候
外
無
他
、
絶
言
語
候
事
二
候
。
如
此
次
第
二
候
得
者
、
更
大
願
ヲ
発
候
義

も
甚
恐
憫
之
到
候
得
共
、
今
年
資
矩
及
六
十
六
歳
、
近
頃
漸
々
老
衰
仕
候
得
者
、
命
壽
難
計
候
。
何
卒
再
入
子
宗
匠
家
之
門
和
歌
詠
出
相
叶
候

身
分
と
相
成
終
身
候
得
者
、
誠
二
生
前
之
面
目
、
対
先
祖
孝
も
相
立
、
誠
以
難
有
存
候
。
何
卒
以
格
別
之
御
憐
慾
、
歌
道
門
入
之
義
御
免
被

仰
付
候
ハ
ヽ
、
誠
以
難
有
、
弥
仰
朝
恩
、
倍
可
存
奉
公
之
忠
意
候
。
於
家
者
、
近
代
弘
資
・
資
茂
父
子
連
続
歌
道
淮
頂
、
其
後
亡
父
資
枝
以
烏

丸
故
光
栄
公
之
実
子
、
早
遂
歌
道
伝
受
繁
栄
仕
、
恭
蒙
伊
勢
物
語
勅
他
、
誠
以
朝
恩
奉
仰
候
。
然
処
資
矩
、
光
栄
公
之
実
孫
と
し
て
和
歌
詠
出

さ
へ
不
相
叶
身
分
と
相
成
、
此
侭
可
到
黄
泉
候
義
、
実
以
深
歎
入
存
候
。
依
之
、
此
度
甚
以
奉
恐
入
候
得
共
、
発
此
大
願
候
。
何
卒
此
旨
格
別

二
被
聞
召
届
被
下
、
内
々
御
挙
奏
之
義
、
伏
仰
翼
候
。
尤
此
願
意
、
所
詮
表
立
願
出
候
義
ハ
不
相
成
事
二
候
間
、
以
別
義
右
御
歎
キ
申
候
。
此

事
殿
下
江
言
上
之
外
、
可
申
出
方
絶
而
無
之
候
。
偏
殿
下
之
御
隣
慾
而
巳
翼
存
候
。
此
処
偏
二
余
仰
鬱
大
卜
格
別
二
被
聞
召
分
被
下
、
内
々
御

挙
奏
之
義
伏
願
存
候
。
蒙
御
懇
命
候
事
故
、
不
啓
上
之
段
、
又
漸
々
主
意
言
上
候
。

此
旨
宜
言
上
頼
入
存
候
也
。

九
月
十
日
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生
前
之
面
目
、
射
先
祖
孝
も
相
立
」
と
い
う
他
に
も
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
と
い
う
の
も
右
の
本
文
の
中
で
、
歌
道
再
入
門
の
理
由
を
示
し

た
箇
所
に
次
の
よ
う
な
見
せ
消
ち
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
見
せ
消
ち
を
（
）
で
括
っ
て
記
す
と
「
然
処
資
矩
、
光
栄
公
之
実
孫
と
し
て
和
歌
詠
出
さ

ヘ
不
相
叶
身
分
と
相
成
、
此
侭
可
到
黄
泉
候
義
、
実
以
深
歎
入
存
候
。
依
之
、
此
度
（
資
愛
同
意
の
上
）
甚
以
奉
恐
入
候
得
共
、
発
此
大
願
候
」
。
資

愛
同
意
の
上
で
歌
道
再
入
門
を
願
っ
た
と
い
う
本
文
の
「
資
愛
同
意
の
上
」
を
消
し
、
再
入
門
は
あ
く
ま
で
資
矩
の
個
人
的
な
願
い
と
い
う
意
に
書

き
か
え
て
い
る
。
あ
の
世
に
旅
立
つ
前
に
、
先
祖
に
対
す
る
最
後
の
孝
行
と
し
て
歌
道
再
入
門
を
果
た
し
た
い
と
い
う
個
人
的
願
い
へ
で
あ
る
。
し

か
し
資
矩
の
本
心
は
む
し
ろ
本
文
を
書
き
か
え
る
前
の
「
資
愛
同
意
の
上
」
歌
道
再
入
門
を
願
っ
た
と
い
う
と
こ
ろ
に
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

生
い
先
短
い
自
分
が
再
入
門
し
た
と
し
て
も
、
和
歌
宗
匠
に
な
る
ま
で
の
時
間
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
自
分
と
同
じ
時
に
大
愚
歌
合
に
よ
っ

て
処
罰
さ
れ
た
資
愛
は
、
ま
だ
若
く
、
今
再
入
門
が
か
な
え
ば
和
歌
宗
匠
へ
の
可
能
性
は
十
分
に
残
さ
れ
て
い
る
。
資
矩
は
自
分
が
潰
し
て
し
ま
っ

た
日
野
家
の
和
歌
宗
匠
へ
の
可
能
性
を
子
資
愛
に
繋
い
で
こ
の
世
を
去
ろ
う
と
考
え
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

資
矩
の
必
死
の
願
い
は
果
た
し
て
、
こ
の
書
簡
か
ら
三
年
後
の
文
政
七
年
九
月
に
叶
え
ら
れ
る
。
次
に
あ
げ
る
の
は
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
『
服
司

政
通
日
記
』
六
の
文
政
七
年
の
項
で
あ
る
。
藤
田
覚
氏
に
御
教
示
い
た
だ
い
た
。

（
九
月
）
一
日

一
享
和
年
中
依
歌
道
事
、
（
日
野
）
資
矩
・
資
愛
〔
其
外
只
今
現
存
ニ
テ
ハ
、
（
広
幡
）
経
豊
公
・
（
綾
小
路
）
俊
資
・
（
富
小
路
）
貞
直
・
（
富
小

注
4

路
）
貞
随
・
（
大
宮
）
良
季
等
卿
、
自
師
家
各
破
門
了
〕
各
心
得
違
御
咎
有
之
、
資
矩
卿
御
点
被
止
、
尚
又
両
卿
共
和
歌
被
為
停
止
了
。
近
来
段
々

嘆
願
、
殊
更
昨
今
年
別
而
御
免
被
願
、
並
被
前
非
悔
、
依
之
以
格
別
思
召
、
且
多
年
歎
願
、
事
に
先
代
瀧
頂
之
人
も
有
之
、
労
今
日
被
免
、
後

来
深
被
慎
様
、
今
日
被
免
上
者
、
資
矩
卿
如
旧
御
点
賜
、
和
歌
御
人
数
被
加
。
下
見
は
可
為
前
関
白
（
一
條
忠
良
）
。
尚
又
資
愛
卿
元
（
閑
院
宮
）

美
仁
親
王
雖
弟
子
、
当
時
斃
去
、
閑
院
家
幼
年
（
閑
院
宮
愛
仁
親
王
、
七
歳
）
、
労
是
又
前
関
白
（
一
條
忠
良
）
可
為
入
門
被
仰
下
、
且
又
御
請
之

上
、
点
者
人
々
可
申
渡
御
沙
た
也
。
則
院
伝
（
下
冷
泉
）
為
訓
卿
申
渡
了
。
深
々
畏
御
請
之
由
、
後
刻
〔
子
刻
過
〕
入
来
被
示
了
（
下
略
）

文
政
四
年
九
月
に
記
さ
れ
た
先
の
嘆
願
書
か
ら
三
年
間
、
資
矩
が
い
か
に
熱
心
に
歌
道
再
入
門
の
願
い
出
を
し
て
い
た
か
が
う
か
が
わ
れ
る
。
資
矩
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以
上
、
父
資
枝
に
よ
っ
て
再
典
さ
れ
た
「
和
歌
の
家
」
日
野
家
を
継
ぐ
べ
く
、
歌
道
に
邁
進
し
た
資
矩
の
栄
光
の
日
々
と
挫
折
、
そ
し
て
涙
な
が

ら
の
嘆
願
に
よ
る
宮
廷
歌
会
復
活
を
粗
々
描
い
て
き
た
。
資
矩
の
歌
道
再
入
門
へ
の
執
念
は
偏
に
日
野
家
の
和
歌
宗
匠
と
し
て
の
復
活
を
念
頭
に
お

い
た
も
の
で
あ
り
、
近
世
後
期
堂
上
歌
壇
に
お
け
る
宮
廷
歌
人
の
家
格
意
識
を
如
実
に
示
し
た
も
の
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
資
矩
自
ら
編
纂
し
た

『
当
今
御
点
寛
政
八
年
到
享
和
三
年
』
に
よ
っ
て
、
勅
点
を
初
め
て
受
け
る
際
の
書
式
や
勅
点
を
賜
る
に
あ
た
っ
て
の
誓
状
、
天
仁
遠
波
伝
受
に

至
る
ま
え
の
宮
廷
歌
人
の
和
歌
鍛
錬
の
様
相
や
光
格
天
皇
の
指
禅
が
資
矩
の
例
を
通
し
て
具
体
的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。

本
稿
か
ら
か
い
ま
見
え
る
新
た
な
問
題
は
、
第
一
に
、
近
世
前
期
の
後
水
尾
院
・
霊
元
院
時
代
以
来
、
久
し
ぶ
り
に
宮
廷
歌
壇
を
領
溝
す
る
強
力

な
天
皇
（
光
格
天
皇
）
が
出
現
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
光
格
天
皇
を
中
心
と
す
る
歌
壇
に
関
し
て
は
、
従
来
ほ
と
ん
ど
そ
の
実
態
が
明
か
さ
れ
て

い
な
い
。
し
か
し
、
光
格
天
皇
は
勅
点
な
ど
を
通
し
て
、
宮
廷
歌
壇
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
が
十
分
に
推
測
さ
れ
る
。

第
二
に
、
日
野
家
の
人
々
は
、
前
稿
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
宜
長
の
古
学
に
典
味
を
示
し
て
い
た
が
、
光
格
天
皇
も
ま
た
、
宣
長
著
書
を
閲
覧
す

る
な
ど
古
学
に
関
心
が
深
か
っ
た
。
古
学
好
き
の
妙
法
院
宮
真
仁
法
親
王
と
、
大
愚
歌
合
事
件
の
時
に
冷
泉
為
泰
の
申
し
出
に
あ
ま
り
耳
を
か
そ
う

と
し
な
か
っ
た
閑
院
宮
美
仁
親
王
、
ま
た
臨
時
再
興
祭
を
復
活
さ
せ
た
光
格
天
皇
が
実
は
尊
号
事
件
の
閑
院
宮
典
仁
親
王
を
父
と
す
る
血
の
つ
な
が
っ

さ
い
ご
に

は
旧
来
の
ご
と
く
勅
点
を
賜
り
、
宮
廷
歌
会
の
人
数
に
加
え
ら
れ
、
勅
点
の
下
見
は
和
歌
宗
匠
で
あ
る
一
條
忠
良
に
、
ま
た
そ
の
子
資
愛
も
一
條
忠

良
に
入
門
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
た
。
資
愛
は
処
罰
を
受
け
た
時
に
閑
院
宮
美
仁
親
王
の
門
人
で
あ
っ
た
が
、
美
仁
親
王
は
既
に
こ
の
世
を
さ
り
、
さ

た

つ

ひ

と

な

る

ひ

と

ら
に
そ
の
王
子
で
あ
る
孝
仁
親
王
も
こ
の
年
の
二
月
八
日
に
三
十
二
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
そ
の
男
の
愛
仁
親
王
は
ま
だ
七

歳
、
門
人
を
と
る
に
は
あ
ま
り
に
も
幼
す
ぎ
た
た
め
、
結
果
と
し
て
光
格
院
よ
り
古
今
伝
授
を
受
け
、
さ
ら
に
こ
の
月
末
に
は
同
院
よ
り
一
事
伝
授

を
受
け
る
一
條
忠
良
に
再
入
門
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
た
。

日
野
家
の
和
歌
宗
匠
と
し
て
の
可
能
性
を
再
び
つ
く
っ
た
資
矩
は
、
文
政
十
年
に
落
飾
、
法
名
を
祐
寂
と
す
る
。
そ
し
て
そ
の
三
年
後
の
天
保
元

年
、
七
十
五
歳
で
こ
の
世
を
去
る
の
で
あ
る
。
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〔
付
記
〕
本
稿
は
、
日
本
学
術
振
興
会
の
研
究
助
成
お
よ
び
平
成
十
一
年
度
文
部
省
科
学
研
究
費
補
助
金
（
特
別
研
究
員
奨
励
費
）
に
よ
る
研
究
成
果

の
一
部
で
あ
る
。

4
 

3
 

2
 

ー た
兄
弟
で
あ
る
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

光
格
天
皇
を
頂
点
と
す
る
近
世
後
期
堂
上
歌
壇
の
様
相
を
具
体
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
近
世
歌
壇
史
研
究
の
上
で
、
き
わ
め
て
重
要
な
課

題
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
続
考
を
期
し
た
い
。

拙
稿
「
享
和
期
京
都
歌
壇
の
一
側
面
ー
大
愚
歌
合
一
件
を
通
し
て
|
ー
」
（
「
近
世
文
芸
」
第
六
十
二
号
、
平
成
七
年
六
月
）
。

飛
鳥
井
雅
光
は
こ
の
後
、
文
政
二
年
十
月
十
七
日
に
光
格
院
よ
り
古
今
伝
受
の
第
一
段
階
で
あ
る
天
仁
遠
波
伝
授
を
、
文
政
十
二
年
九
月
二
十

七
日
に
は
同
じ
く
光
格
院
よ
り
第
二
段
階
で
あ
る
三
部
抄
伝
授
を
受
け
て
い
る
（
横
井
金
男
『
古
今
伝
授
沿
革
史
論
』
一
四
二
頁
）
。

『
先
考
御
詠
』
は
資
矩
編
の
資
枝
歌
集
で
あ
る
。

大
愚
歌
合
が
催
さ
れ
た
時
、
富
小
路
貞
随
は
二
十
歳
で
あ
る
。
資
矩
が
そ
う
し
た
よ
う
に
あ
る
い
は
女
房
と
し
て
出
詠
し
て
い
た
か
。

注
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